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　・自給力を高めよう

　・山森営業本部長　就任挨拶

　・続報　ＧＡＰ審査の現場からリポート
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自 給 力 を 高 め よ う
　新農政がいよいよ来年から始まる。数値目標は、自給率を平成22年までに現在の40%から45%に高める

ことを目標としている（右下図ご参照）。グローバルな生活環境では、自給率に拘らず“自給力”を高め

る運動の方が現実的であるとの指摘もある。

　日本人の生活パターンの変化は、既に農業の二極化

現象を生み出しており、食の安心・安全・美味しさを

徹底的に求める家庭用と価格志向の業務用、言い換え

れば少量多品種と大量生産型の二極化とも言える。前

者の方では、肥料の微量要素が米の食味向上、野菜の

栄養価を高めるのに極めて効果的であり、東京近郊の

スーパーでは消費者が好んでその農産物を買う現象が

立証された（下記ご参照）。そのスーパーの購買責任者

は農産物納入業者に「特定の微量要素入り肥料を使い

栽培した農産物」を推奨している。このビジネス・モ

デルは契約栽培に近い形を取っており、農産物が生産

者・消費者を結び付けているばかりでなく、肥料メー

カーの生産技術・栽培指導を取り入れた総合力の産物

と言える。まさに、マーケットを起点とした新たなバ

リュー･チェーン構築のスタートである。

　さて、後者の方は業務用に適したサイズ・品質の農

産物を大量生産することがビジネス･モデルとなり、輸

入品に対抗できる値ごろ感、長期安定周年供給体制が求められる。結果的に大規模農業・リレー栽培の可

否が鍵となる。このような環境下、朝日新聞（８月30日付朝刊）では、世界的な穀物のエネルギー化、漁

業資源の減少・旺盛な需要を考慮すると、自給率に拘らずＦＴＡ・ＥＰＡを積極的に締結し、近い将来間

違いなく来る「世界的な食料供給逼迫」に備え、国産供給では絶対不十分な農産物を「ある一定枠の中で

確保すべき」と唱えている。同様に漁業資源の確保には、隣国とのパートナーシップ確立の重要さも指摘

している。これは国際感覚をもった日本農業再生のシナリオと言える。新農政下では３年間の猶予期間内

での構造改革が目標となっているが、「攻めの農業・守りの農業の両立→自立型自給力アップ」には、食

品サプライチェーンのプラットフォーム（美味しさ・安心・安全の担保）であるＪＧＡＰ（生産現場にお

ける食品リスクコントロールシステム）の早期確立が求められる。

＜干芋＞

・糖度が上がった

・筋がなくなった

＜レタス＞

・歩留まり改善

・栄養価上昇

・棚持ち改善

＜大和芋＞

・味に甘味が出た

＜トマト＞

・味に対するクレームが減った

・味が改善

・栄養価上昇

＜キュウリ＞

・苦味減少

・秀品率上昇

・天候影響減で生産安定
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≪続報≫　ＧＡＰ審査の現場からリポート　～岩木山麓(有)片山りんご園
　前回に引き続き、今回は書類審査の内容についてリポートする。書類審査は、対面形式で行われた。書

類審査時の質疑内容の主なポイントを箇条書きにすると以下の通り。

【農薬関連】Ｑ：昨年と比べ大きく変わったことは？

Ａ：ポジティブリスト制度導入で、桃だけ、林檎だけではなく両方使用可能な農薬を選択

Ｑ：選択した農薬が両方に使用可能であると記載されているものを提出願い度

Ｑ：農薬有効成分による使用機会と実際の効果を記録したものがないか？

Ｑ：農薬の有効成分量が県指導より少ないことで、害虫の抵抗性が増すことがないか？散布回数ではなく、

希釈倍率の問題で？

審査コメント：農薬の選択に問題は無いが、散布前のリスク分析が必要。減農薬が害虫の抵抗性を増すリ

スクもある。害虫、微生物なども調べてから散布する。散布記録では、散布するタイミング・根拠の記録

（モニタリング用の木を観察したとき、１、２匹のダニが発見されたので散布）を記載すること。

【竹酢関連】Ｑ：竹酢液とは一体何か？防除目的化？農薬登録が必要なものか？

Ａ：木酢のようなもの。液肥的に使用。取引先から減農薬効果を指摘され使用。農薬登録は不要。

Ｑ：微生物や作物への効果を事前に調査したか？

Ａ：調査していない。日本の独特なもので、欧州にはない。

審査コメント：竹酢液にリスクが無いとは言えない。作物に予期せぬ被害がでる懸念もある。輸入国の農

薬登録を確認すべき。竹酢液が危険と言っているのではなく、使用するリスクを事前分析するなどのプロ

セスを経たかが問題。販売先に言われたからだけで使用するのは、リスクが極めて大きい。

【作業機械関連】Ｑ：作業機械の散布ノズルを１個ずつ、使用可能か調査しているか？

Ａ：農機具屋にメンテナンスを依頼している。

審査コメント：薬剤によっては、ノズルを大きくしてしまうものがある。そのようなことも頭にいれてお

くことが肝要。

＜片山社長のコメント＞　審査の度毎にりんご農家のプライドを傷つけられる「バッカヤロー審査」だが、

冷静に考えれば農家ができる当たり前の事ばかりである。認証を受け輸出が可能となり、商品価値も高ま

り大変嬉しい事だが、審査代が高すぎる。一刻も早いＪＧＡＰの確立を切望する。

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-

就任のご挨拶　　　常務取締役営業本部長　山森　章二

　この度、宇部興産農材㈱出向を終え、改めて当社に出向し常務取締役営業本部長

を拝命致しました山森でございます。平素はたいへんお世話になりまして、厚く御

礼申し上げます。1978年に三菱商事に入社して以来28年目になりますが、その間三

度の海外勤務も含め、一貫して肥料事業に従事してまいりました。当社との関わりも

浅からぬものがあり、1990年に三菱商事化学肥料部の国内チームを分社して当社を立

ち上げた際の事務局を勤め、その後１年程当社に出向した経験がございますので、な

んだか古巣に戻ったような気がしております。

　農業を巡る環境は、私が申すまでもなく、激動しております。肥料業界では、従来から予想されていた

メーカー再編の動きが、最近一つ現実となりました。今後も想定されるシナリオのいくつかが実現されて

行くものと思われます。又、新農政の下、日本の農作物の生産・流通の将来像をどう想定して行くか、そ

れにどう対応して行くか、も課題です。このように益々難しくなって行く業界環境にあって、皆々様と三

菱商事グループの共存共栄に微力を尽くす所存でございますので、何卒旧倍のご指導ご鞭撻を賜りますよ

う宜しくお願い申し上げます。


